
米
国
州
立
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
歴
史
学

教
授
ン
門
牙
兵
如
吊
一
R
 
氏
は
、
『

私
の
母
校
イ
ェ
ー
ル
大
学
が
ど
の
よ
う

に
し
て
創
立
さ
れ
た
か
と
い
い
ま
す

と
、
一
七
0
 
一
年
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の

何
人
か
の
牧
師
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵

書
を
も
ち
よ
り
、
そ
れ
を
テ
ー
ブ
ル
に

置
き
な
が
ら
、
「
私
は
、
こ
の
植
民
地

に
大
学
を
設
立
す
る
九
め
に
、
こ
れ
ら

の
書
物
を
欝
す
る
」
と
述
べ
た
と
き

に
、
そ
の
歴
史
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
0
 
:
:
:
』
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
同
志
社
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
六
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

祠
志
社
九
十
年
小
史
に
よ
れ
ぱ
、

「
・
・
:
:
明
治
八
年
十
一
月
デ
ヴ
ィ
ス
の

協
力
に
よ
っ
て
京
都
市
上
京
区
寺
町
丸

太
町
上
ル
松
蔭
町
高
松
邸
に
製
し
た

同
志
社
英
学
校
は
、
生
徒
僅
か
に
八
名
の
小
塾

で
、
開
校
の
際
は
ま
だ
図
譜
室
を
設
け
て
い
な
か

つ
た
が
、
こ
の
時
よ
り
新
島
は
個
人
の
蔵
書
を

生
徒
に
公
開
し
て
こ
れ
を
図
書
館
に
代
用
し
た

:
・
・
・
・
し
と
あ
る
が
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
と
同
じ
よ
、
つ

に
、
同
志
社
大
学
図
書
館
の
歴
史
も
、
同
志
社
の

創
立
と
と
も
に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
讐
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
図
書
館
の
廸
物
は
、
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
末
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
地
上
三
階
地
下
二

階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
(
一
部
鉄
骨
鉄
筋
0

ソ
ク
リ
ー
ト
)
で
、
延
床
面
鳶
九
、
二
0
0
.
m
、

閲
覧
座
席
数
約
一
、
二
0
0
席
、
図
書
収
容
力
約

七
十
万
冊
と
な
っ
て
い
て
、
冷
暖
房
を
は
じ
め
近

代
的
.
佃
倫
が
,
希
さ
れ
、
快
適
な
環
境
が
雑
持

さ
れ
る
よ
う
に
配
愈
さ
れ
て
い
る
。

基
本
詳
者
栗
原
嘉
一
郎
氏
は
、
こ
の
図
書
館

の
主
な
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
譜
庫
を
下
層
(
地
階
)
と
上
恩
(
一
一
凾
)
に
設
け
、

こ
の
間
に
資
料
群
と
関
係
の
深
い
諸
室
を
は
さ
み

こ
む
と
い
う
手
法
、
即
ち
、
変
形
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

形
式
を
採
用
し
て
機
能
化
を
計
る
と
と
も
に
、
イ

ン
テ
リ
ャ
は
、
吹
抜
け
と
床
レ
ベ
ル
の
変
化
を
多

用
し
、
照
明
に
つ
い
て
も
、
螢
光
灯
・
白
勢

遜智〆

紹
介

.
卓
.
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自
然
光
等
の
謬
を
は
か
り
、
断
而
の
変
化
に
応

じ
て
ル
ー
バ
ー
方
式
を
採
胴
し
、
室
の
性
質
に
応

じ
て
落
ち
つ
き
や
緊
幾
心
や
安
ら
ぎ
の
感
じ
な
ど

を
だ
す
よ
う
に
'
え
た
。
外
部
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

妥
文
化
財
の
チ
ャ
ペ
ル
を
含
む
伝
統
的
な
キ
ャ

ン
。
ハ
ス
に
留
点
し
、
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
を
使
用
し
、

既
存
の
建
築
辯
と
の
調
和
を
考
え
、
騒
音
と
西
日

を
遮
る
た
め
に
杠
を
一
切
表
現
せ
ず
、
壁
血
と
し

て
表
現
し
た
。
し
と
。

こ
の
図
・
釜
は
、
三
階
が
米
仕
上
げ
で
あ
っ
た

が
、
建
築
上
の
企
幽
・
設
寸
・
施
行
の
三
点
に
お

い
て
、
優
れ
た
も
の
と
し
て
、
全
国
森
努
作
品

五
0
0
件
の
う
ち
の
上
ハ
件
の
ひ
と
つ
に
選
ぱ

れ
、
昭
和
五
十
年
に
、
第
十
六
鬮
則
6
仂
男
一
N
同

冬
0
饗
m
1
 
(
如
d
-
5
男
の
 
8
Z
↓
謬
δ
,

↓
0
器
 
m
o
n
勗
↓
K
 
ヌ
勺
ン
Z
)
L
 
本
曼
賞
し
た

こ
と
は
、
誠
に
兇
例
と
も
い
う
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

う
な
お
、
一
一
.
階
に
つ
い
て
は
、
咋
年
一
d
れ
よ
り

大
学
院
宍
豐
玉
、
一
般
轡
庫
、
貴
,
図
当
室
等
の

L
市
に
耕
予
し
、
本
年
四
月
末
に
完
成
し
た
。

利
川
旨
の
使
を
'
え
て
、
開
架
方
式
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
開
架
閲
覧
室
に
は
、
翌
万
冊
の

図
冴
が
配
列
さ
れ
、
学
部
学
生
諸
君
の
学
習
に
必

要
な
図
北
国
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
こ
で
充
足
で
き
る
よ

う
に
製
さ
れ
て
い
る
。
又
、
教
員
の
指
定
図
書

も
し
く
は
推
薦
図
轡
と
も
い
う
べ
き
学
部
父
允
会

文
庫
等
の
図
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

雑
誌
・
参
考
図
沓
室
に
は
、
約
三
五
0
タ
イ
ト

ル
の
新
刊
雑
誌
と
約
四
、
 
0
0
0
冊
の
参
考
図
書

が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
中
庭
に
面
し
た

園
星
や
、
ラ
ウ
ン
ジ
式
で
、
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
,
ン
の
で
き
る
姑
等
釜
や
、
キ
〒
レ
ル

式
の
閲
薹
等
が
あ
り
、
各
室
ご
と
に
変
化
を
も

た
せ
て
い
る
。
烹
に
は
、
約
二
十
数
万
冊
の
図

書
が
あ
り
、
す
べ
て
教
職
員
・
学
生
諸
君
の
利
用

に
供
さ
れ
て
い
る
。
 
A
V
室
に
は
、
各
種
の
A
V

機
器
を
設
け
、
レ
コ
ー
ド
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

モ
ろ

中
心
と
し
て
約
二
、
 
0
0
0
枚
を
と
り
揃
え
て
い

る
。
平
常
は
、
 
F
M
放
送
の
音
楽
を
流
し
て
い
る

ほ
か
、
随
時
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、

講
演
会
な
ど
を
催
し
て
い
る
。

又
、
専
門
の
お
考
係
が
い
て
、
学
生
諸
君
罷

書
相
談
や
文
献
探
索
等
の
質
問
に
応
じ
て
い
る
。

貰
玉
図
譜
室
に
は
、
和
書
1
一
六
一
三
一
年
ま
で
、

漢
籍
・
朝
鮮
本
1
一
五
六
六
年
ま
で
、
洋
書
1
一

七
0
0
年
代
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
さ
れ
た
図
書

又
は
こ
れ
に
準
じ
る
貴
重
な
図
沓
、
特
殊
文
庫
と

し
て
特
に
賀
重
な
も
の
等
が
配
架
さ
れ
て
い
る
。

図
書
館
の
年
閥
の
利
用
者
数
は
、
延
約
ご
云

万
人
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
全
学
で
、
蔵
書

数
約
七
十
三
万
冊
、
年
問
増
加
冊
数
約
四
万
数
千

冊
に
及
ぷ
図
書
の
受
け
入
れ
・
整
理
等
も
行
っ
て

お
り
、
本
学
の
学
得
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
教

育
・
研
究
上
に
お
け
る
電
要
な
役
割
を
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
翁
Ⅷ
捗
獣
譲
鷲
竪
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